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注意事項 

 

１．試験開始の合図があるまで，この問題紙を開いてはいけません。 

２．各解答紙の指定された箇所に，受験番号を必ず記入してください。 

  なお，解答紙には，必要事項以外は記入してはいけません。 

３．試験開始後，この問題紙または解答紙に落丁・乱丁及び印刷の不鮮明な 

  箇所などがあれば，手を挙げて監督者に知らせてください。 

４．解答は，必ず解答紙の指定された場所に記入してください。 

５．問題紙及び解答紙,下書き用紙は，持ち帰ってはいけません。 

６．試験終了まで退出できません。 

途中で気分が悪くなった場合は，手を挙げて監督者に知らせてください。 



１ 次の英文を読んで以下の設問に日本語で答えなさい。 

（Global Initiative for Chronic Obstructive Lung Disease, 2024 Report より抜粋、引用改変） 

著作権保護の観点から、
問題文は掲載していません。

- 1 -



（問１）COPD に至る環境要因について、本文中に記載されている内容を抜粋して日本語

で説明しなさい。 

（問２）PRISm の定義を日本語で説明しなさい。 

（問３）PRISm の有病率を日本語で説明しなさい。 

（問４）PRISm に至る危険因子について日本語で説明しなさい。 

（問５）PRISm から COPD に至る危険因子について日本語で説明しなさい。 

注）解答時、PRISm はそのまま使用してよい。 
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２ 次の英文を読んで、以下の設問に答えなさい。 

(Elmahi OKO et al., Antimicrobial Resistance & Infection Control, 2022 より引用・改変) 

著作権保護の観点から
問題文は掲載していません。
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(問 1) 下線部 (A) について、AMR（抗菌薬耐性）の進行を加速させている人為的要因のうち抗

菌薬に関するものを２つ日本語で答えよ。 

 

 

(問 2) 下線部(B)について、“Evidence-based medicine practices”とは何を意味するか。日本

語で説明せよ。 

 

 

(問 3) AMR が今後の世界的な脅威とみなされている理由を、本文に示された数値を挙げて説明

せよ。 

 

 

(問 4)「One Healthとは何か」を説明している英文を日本語に訳しなさい。 

 

 

(問 5) 将来の医療従事者を育成する上で、大学教育においてAMRおよびOne Healthの内容を

カリキュラムに組み込むことが重要とされています。その理由を、日本語で本文に即して説明せ

よ。 
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